
令和 2年 12月 号 (11月 25日発行)

安全で安ぶして暮らせるまちづくりをめざして
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会長 黒 木 満

釧路市内での新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、「年配者の若年者に対する心無い発言

が随所にみられている」との話を聞きました。

近くに感染者が出た時に私達は、感染した人やその家族、職場、学校を責め、非難すべきで

しょうか? 違 うと思います。感染症それ自体を知 り、正しく恐れ、衛生管理を徹底 し、更な
る感染を防ぐことが大切ではないでしょうか。

当連合町内会では「住みよい地域社会」をつくるために、「青少年の健全育成」を事業の柱に

しています。「青少年の健全育成」の活動がもたらす結果 として、青少年が誰に対 してもやさし

く接する成長した姿をみることができたら素晴らしいと思います。

その姿が大人になった今の自分にあるのか自問したい (して欲しい)と 思います。

町内会事業について

町内会総会について

(町内会事業が一律でないことを予めご承知ください。)

「事業中止なし」との回答が 37件 (11%)あ
つたものの、「何らかの事業を中止した」と

の回答が 288件 (85%)あ りました。
内容としてはラジオ体操中止 98件、盆踊
り中止 96件を初め 「レクレーション」「バ
ーベキュー」「野遊会」「ふれあいまつ り」「新

年会」などを中止したとの記述があり、屋

内・屋外を問わず影響を受けたようです。

また、中止 した事業の代替え事業として、

「各家庭に何かを配布した」に 79件 (23%)
の回答がありました。 (内容にはごみ袋、日

用品、商品券、マスクの記述がありました。)

町内会費について

会費については、「減額」 26件 (8%)、
「今年は集めないこととした」24件 (7%)
との回答もありましたが、例年通り集めて

いる」が290件 (85%)と 多くありました。

連町通信 10月 号送付の際、各町内会長に

返信用はがきを同封して、新型コロナウイル

ス対応に関する各町内会の対応をききまし

た。回答があった 340件 (回答率約 70%)
の内容をお知らせします。

コロナ禍にあって、「例年通 り実施」に62
件 (18%)の回答がありました。連町事務局で持

つているデータと重ねると、例年 1～ 3月 に

総会を実施 している町内会では 52%が 総会
を実施 し、時期が遅くなるにつれ、そめ実施

率は下がつていました。

そして、多くの町内会では「総会資料を配

布 し了解を得たものとした」(226件、66%)
としていました。

なお、「その他」の中には、積極的に「書面

総会」などの方法をとつたとの記述が 20件、
「日程を変更した」との記述も6件ありまし

～～町内会緊急アンケートの結果～～
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◇ コロナウイルスにはいくつかの種類が存在し

ます。従来から風邪の原因ウイルスとしても知

られていますし、重症呼吸器症候群 (SARS)や

中東呼吸器症候群 (MERS)も 同じコロナウイル

スです。

◇ 今回、2019年に中国で新たに発見されたタイ

プのコロナウイルスを新型コロナウイルスと

呼んでいます。

(出典 :「微小粒子状物質 (PM25)Jに 関する資料より)

◇ 新型コロナウイルスに感染しても全員が発症す

る (症状が出る)わけではありません。
◇ 感染してから発症する (症状が出る)までの期
間を、潜伏期 (せんぷくき)と いいます。新型コ

ロナウイルスの場合、潜伏期は最大で 14日 程度、

平均 5日 程度と言われています。

◇ 人にうつす可能性がある期間を「感染期間」と

言います。新型コロナウイルスの場合、感染期間

は発症 2日 前から発症後 710日 程度と言われて
います。新型コロナウイルスの場合、発症前や不

顕性感染 (いずれも症状が無い)でも、人にうつ

◇ 多くの場合、感染しても軽症のままで治癒しま

す (80%)。 しかし、20%程度は肺炎などの症状が

悪化し、さらに 5%程度は人工呼吸器管理など、

集中治療が必要になります。

・発    ・咳  ・頭   ・体のだるさ  ・息苦しさ
肺炎症状

(参考 :新型コロナウイルス感染症 CO∨ D19)

症状の経過

かぜ症状・嗅覚味覚障害
咳・痰  人口呼吸

出典 :新型コロナウイルス感染症診療の手3き

致死率と感染性

◇ 約 8割の方は軽症で治癒しますが、一部には重

症化する人がいると言われています。重症化しや

すい人としては、高齢者、基礎疾患がある人 (特

に糖尿病 )、 喫煙歴がある人と言われています。
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(参考 :病気が見える∨o16)

「新型コロナウイルス感染症を知ろう。」
「新型コロナウイルス感染症 感染予防ハンドブック gl路 Ver.」 から抜粋
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介
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く
な
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進

行
を
遅
ら
せ
る
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あ

ま
り
あ
り
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せ
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原
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解
決
す
る
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は
開
発
が
難
し
い
の
で
す
。
（専
門
病
院
で

検
査
を
受
け
、
認
知
症
薬
を
出
し
て
も
ら
い
ま

し
よ
う
、
と
は
い
か
な
い
の
で
す
。
）

で
も
、
薬
を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

現
存
の
認
知
症
薬
は
、
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が
活
発
に
な
る

効
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が
期
待
で
き
、
実
際
元
気
に
な

つ
た

り
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食
欲
が
出
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
ま
た
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精
神
安
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イ
ラ
イ
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暴
言
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妄
想
に
効
果
が
あ
り
ま
す
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つ
ま
り
認
知
症
に
起
因
す
る

（周
辺
）
症

状
に
対
し
て
は
有
効
な
薬
は
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
自
宅
生
活
が
可
能
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
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し
か
し
、
記
憶
力
な
ど
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認
知
症
主
症

状
の
改
善
効
果
は
な
い
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で
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。

認
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な
ら
な
い
よ
う
に
、
重
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な
ら
な
い
よ
う
に
、
薬
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行
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こ
と

を
行
う
し
か
あ
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せ
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。
脳
を
良
い
状

態
に
保

つ
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と
が
良
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と
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え
ら
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、
そ

れ
に
は
頭
を
鍛
え
る
、
体
を
鍛
え
る
、
健

康
を
管
理
す
る
、
充
実
し
た
生
活
を
送

る
、
な
ど
が
あ
る
で
し
よ
う
。

こ
れ
ら
の
た
め
に
、
外
で
の
活
動
が
良

い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
分

で
外

出
、
デ
イ
ケ
ア
で
の
外
出

・
対
人
活
動
、

適
度
な
運
動
。
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の
充
実

・
栄
養
管
理
、

ど
う
い
う
食
べ
物
が
良
い
か
と
い
う
テ
レ

ビ
番
組
も
多
い
で
す
。
）
そ
し
て
、
ス
ト
レ

ス
の
少
な
い
睡
眠

。
規
則
正
し
い
生
活
。

ス
ト

レ
ス
で
ボ
ケ
る
こ
と
あ
り
ま
す

の

で
、
内
科
的
な
体
調
管
理
、
生
活
習
慣
病

管
理
、
必
要
時
服
薬
も
必
要
で
す
。
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方
法
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難
し
い
で
す
が
、

注
意
力

・
集
中
力
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鍛
え
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
に
は
計
算
数
字
ク
イ
ズ
な
ど

の
脳
ト
レ
、
人
と
の
適
度
な
関
わ
り
、
野

望

・
欲
望
を
持

つ
、
ず
る
賢
い
こ
と
を
考

え
る
、
調
査

。
研
究
す
る
、
で
き
れ
ば
実

践
す
る
。
仕
事

（天
職
？
）
を
続
け
る
こ

と
で
す
。

次
回
は
、
治
せ
な
い
認
知
症
、
ど
う
し

て
も
必
要
な
社
会
的
支
援
に
つ
い
て
で
す
。
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私たち音別町地区連合町内会には、 18の単
位町内会があります。清掃活動や行事について

はそれぞれが独自に実施していますが、地区連

としては 10年以上 「子どももちつき大会」を
開催しています。

地区連主催の行事ではありますが、たくさん

の子どもたちに餅つきを体験してもらいたいと

思い、単位町内会の皆さんと音別町地区ボラン

ティア連絡協議会の皆さんに協力していただい

て開催してきました。扱しν貫れない杵での餅つ

きや、みんなでつきたての餅をまるめて食べる

のは、子どもたちにとつても一緒に参加してく

れる家族の皆さんにとつても楽しい思い出にな

つているのではないかと思います。

核家族化が進んで生活習慣が変わってきた現

代では、餅つきを家庭で行うのは難しくなって

伝統行事で地域とのつながりを

音別町地区連合旧T‐内会

て

中

域

食

て

今

の

ち

来

き

く

地

の

え

　

〈
ム
も

が

幸
駿
僣
嘘
妙
す。躾
くヽ
封
は

木
嚇
湖
か
ぽ
峰
嘘
杉
辮
つて

鈴
肋
姶
び
狛
つて
嫁
¨
お
額

鉄
¨
髪
漱
螂
碑
蒻
鍮
岬
役



市
民
憲
章

1.元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。
1.きまりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつくりましょう。
l緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1郷土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

西村毅氏に永年勤続表彰

11月 10日 (火 )、 釧路管

内の自治会連合会などで

組織する∬|1路管内町内会

連絡協議会から西村毅氏に永年勤続表彰
が贈らね́ました。  ssOSSSS

第 6回 理事会報告

第 6回理事会が H月 10日 (火)に開催さ
れました。協議事項等は次のとお りです。

【報告事項】

加入促進活動、秋の自主清掃活動、町内

会緊急アンケート (コ ロナ関連)集計報告
【協議・連絡事項】

防災ワンデー「釧路防災パネル展」 (令和
3年 1月 11日 ～17日 、イオンモール釧路昭

和店)、 新年交礼会 (中止)

【事務連絡】

環境美化事業実施報告書の提出締切 :11

月 27日 、同活動費交付 :12月 7日 ～11

日 (地区連に交付)

<<町 内会ジャンパー製作への協賛 >>

町内会ジャンパーの製作のための協賛金を次の個

人と事業所の皆さんからいただきました。

栗林定正氏、三ツ輪運輸い、(一わ釧路水産協会、

m三ツ輪商會、01路泌尿器科クリニック

主な行事予定

※次国の連町通信は、12月 23日発行です。

「域
校
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携
と
町
内
会
活
動
」
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長
会
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幣
舞
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長

秋

保

和

久

平
成
二
十
七
年
六
月
、
釧
路

市
連
合
町
内
会
が
設
立
五
十

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
年
に

釧
路
市
教
育
委
員
会
と
釧
路

市
連
合
町
内
会
及
び
釧
路
市

小
中
学
校
校
長
会
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
向
け
た
新
し

い
取
組
を

「域
校
連

携
」
と
命
名
し
、
共

同
宣
言
を
通
じ
て
そ

名
称
は
記
憶
か
ら
薄
れ
始
め
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
常
的
な
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
活
動
を
は
じ
め
、
「地
域
と
共
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
や

「社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」
の
実
現
に
向
け
た

コ
ミ

ュ
ニ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
、
学

校
も
町
内
会
も
諸
活
動
を
例
年
の
よ
う
に

行
え
な
い
日
々
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

「
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化

へ
」
、
「対
面
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ヘ
」

と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
今
、
回
覧
板
の
廃
止
や
学
校

便
り
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
が
話
題
に

な

っ
て
い
ま
す
が
、
町
内
会
活
動

を
支
え
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
の

方
々
で
す
。
感
染
拡
大
防
止
に
は

十
分
留
意
し
つ
つ
も
、
「大
事
な
こ
と
は
対

面
で
」
、
「学
校
便
り
は
回
覧
板
で
」
な
ど
、

内
容
と
実
態
に
応
じ
た
使
い
分
け
の
中
で
、

地
域
と
学
校
の
連
携
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
私
も
当

　

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
、
多
く
の
学

時
、
市
教
委
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
　

校
が
地
域
の
皆
様
方
に
支
え
て
い
た
だ
い

そ
の
立
ち
上
げ
に
多
少
な
り
と
も
か
か
わ

　

て
お
り
ま
す
。

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
二
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た

「域
校

あ
れ
か
ら
五
年
、
「域
校
連
携
」
と
い
う

　

連
携
関
係
団
体
懇
談
会
」
以
降
、
新
型

コ
ロ

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行してしヽます。

市連町新年交礼会は中止です。


